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愛知池自然観察会 NO.１３９ ２０２４.１０．１０ 晴れ 最高 26.4℃ 最低 16.8℃ 参加者８人(小１)

空高く秋の雲が見られましたが帰

る頃にはやや汗ばむほどで、ウス

バキトンボ (右 )が姿を見せました。アキアカネ

の産卵が見られる季節になったので、田んぼの

ようすを見に行ったら、アキアカネに出会いま

した。帰りに北の空(左)を見ると、夏の名残りか、

モクモクとした雲が見えました。

アキアカネの産卵

黄金色に実った田んぼにた

くさんいたウスバキトンボ

はいなくなりアキアカネが

飛んでいました。夏の間涼

しい山で餌をたくさん食べ

て里に戻って来たのです。

しばらくは、稲刈りの済ん

だ田んぼで、連結しながら

雌の腹部先端で水面を打つ

ようにして卵を産むようす

が見られます。成熟すると

腹部上面が赤くなります。

ヒメアカネ

環境の変化に敏感と言われ数

が少ないトンボです。愛知池

の周りで見るのは初めてで

す。アキアカネより一回り小

型で雄の顔面

は白くなりま

す。

ナツアカネ 久しぶりに見

たナツアカネの雄です。体全

体が唐辛子のように真っ赤に

なります。上では草の影です

が顔も赤くなっているのが分

かります。産卵はアキアカネ

とは違って、飛びながら卵を

振り落とします。

ヤブマメ

花が終わると左の

ような実ができま

す 。 面 白 い こ と

に、地下に潜る閉

鎖花ができ１種子

だけの実をつけるそうです。

トックリバチ巣

直径１５㍉くらいです。親が用意

したガの幼虫などを食べて育

ち、内側から穴

を開けて羽化

したのです。
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植物 メドハギ、ヒメジョン、セイタカアワダチソウ、ノコンギク、ツユクサ、マルバツユクサ、ヒレタゴボウ、ハキダメギク、オオイヌタデ、ワ

レモコウ終わり、ノギラン、トウカイコモウセンゴケ、オオニシキソウ、コセンダングサ、イノコヅチ、イヌホオズキ、アレチヌスビトハギ、ア

キノノゲシ、タカサブロウ、イヌタデ、ヤナギタデ、キツネノマゴ、オオジシバリ、アメリカネナシカズラ、アレチハナガサ２種、ススキ、エノ

コログサ３種、チカラシバ、カゼクサ、コブナグサ、イガクサ、ヒメクグ、ヤブマメ、マメアサガオ、ホシアサガオ、マルバルコウソウ、アメリ

カアサガオ、ヒガンバナ、ヤマハギ、 昆虫 蝶(キタキチョウ、モンキチョウ、キタテハ、ウラナミシジミ、ウラギンシジミ、ヒメウラナミジャ

ノメ、イチモンジセセリ、チャバネセセリ、ナミアゲハ)、蛾(ウンモンオオシロヒメシャク、*ウスオエダシャク)、バッタ類（ツチイナゴ、*セグ

ロイナゴ、トノサマバッタ、マダラバッタ、ハラオカメコオロギ声、アオマツムシ声、マツムシ声、オオカマキリ）、チュウゴクアミガサハゴロ

モ産卵痕、ヒメジュウジナガカメムシ群、アカギカメムシ幼虫、トンボ（ウスバキトンボ、ヒメアカネ雄、アキアカネ産卵、ナツアカネ雄、*

アジアイトトンボ）、甲虫（ナナホシテントウ多い、ヒメカミナリハムシ）、サトジガバチ、トックリバチ羽化後の巣、 蜘蛛 ジョロウグモ雌

雄、シロカネイソウロウグモ、ハナグモ幼体、オスクロハエトリ､ 鳥 スズメ、ハシブトガラス、メジロ、モズと声、コジュケイ声、カワウ、

その他 カナヘビ、茸(オオシロカラカサタケ） *(観察会前に記録)

)次回：１１月１４日(木) 午前9時30分 水資源機構・P前 雨天中止 参加費100円

ウンモンオオシロヒメシャク

幅は４０㍉弱で、シャシャンボ

の緑の葉の上にいたのでよく

目立ちました。模様がぼんや

りしていますが前後翅に黒い

模様があります。スイカズラ

が幼虫の食草です。

アカギカメムシ幼虫

アカメガシワの汁を吸うカメ

ムシ幼虫です。 南西諸島に

生息している種ですが、この

辺りでも繁殖するようになっ

たようです。顔のような模様

が見えます。成虫は未確認。

サトジガバチ

麻酔したガの幼虫を餌にして

こどもを育てます。巣穴を掘

ってから獲物を探すのですが。

出かける時には入り口を塞ぐ

そうです。

オオシロカラカサタケ

芝生などでよく見られ、温暖

化で分布を広げているようで

す。開くと３０㌢倉になるもの

もあります。

強い毒があ

ります。

ヤナギタデ

湿地の植物で田んぼの際に生

えていました。柳のような葉

を噛んでみたら辛味がありま

した。芽生

え を 刺 し

身 の つ ま

にします。

コブナグサ 湿地に生える

イネ科植物。葉の形が幅広で

小さな鮒に見立てた名前。全

草を煎じて布を浸すと黄色に

染めることができます。


